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．緒言

近年，日本における部活動を取り巻く環境が変わりつつある． 年 月に文部科学省より発表のあっ

た「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」（文部科学省， ）において休日の部活動の段階

的な地域移行が具体的な方策として示された．その後， 年に運動部活動の地域移行に関する検討会議

提言（運動部活動の地域移行に関する検討会議， ）の中で示された改革の方向性として，地域におけ

るスポーツ機会の確保，生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実，地域スポーツの振興の つが掲げ

られた．その中でも，生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実に関して， 年に策定された運動部

活動の在り方に関する総合的なガイドライン（スポーツ庁， ）において，生徒の多様なニーズに応じ

た活動を行うことができる運動部を設置すると記されている．その後， 年において運動部活動と文化

部活動に関するガイドラインを統合した上で全面的に改訂がなされた学校部活動及び新たな地域クラブ活

動の在り方に関する総合的なガイドライン（スポーツ庁・文化庁， ）においても，多様なニーズに応じ

た活動を行うことができる環境を整備することが記されている．しかしながら，スポーツ庁による多種目

等の新しい活動の実施検討状況に関する調査（スポーツ庁， ）によると，多様な種目等を体験する活

動やレクリエーション的な活動などを実施している自治体は 割程度に留まっており，実施を検討・調整

している自治体を含めても約 割であることが報告されている．これらのことから，半数以上の自治体に

おいて生徒の多様なニーズにあった活動機会が十分に担保されているとは言い難い現状にあるといえる．

運動部活動に対する生徒のニーズに関して，杉浦・渡邊（ ）は，男子生徒は活動内容や中学入学以前

の活動を継続して行う傾向が強く，女子生徒は周りの環境や友人関係が部活動選択に関係すると報告して

いる．また，運動部活動に所属している者のうち勝利志向の生徒が 割を占めるが，楽しむ志向の生徒も

割存在していることや，自身が所属している運動部と生徒自身の志向性が一致している者は 割程度で

あることが報告されている（武長， ）．これらの運動部に対する選択理由や志向性に関する研究に加え

て，特定の運動種目を対象に部活動とクラブチームを選択した理由を比較した研究もみられる（中澤， ；

大林ほか， ）． しかしながら，子どもの体力の二極化が進行（スポーツ庁， ）しており，体力格

差の問題が指摘される現代において体力との関係について調査した研究は少なく，体力水準の違いによっ

て運動部に対するニーズや入部意欲特性は異なることが考えられる．加えて，中学校運動部に関する先行

研究は中学生を対象とした研究がほとんどであり，自身の通う学校における運動部あるいは所属している

運動部の在り方による影響を受けている可能性が考えられる．

そこで，本研究では中学校入学前の段階にある小学 年生を対象に中学校運動部活動に対する入部意欲

特性と体力水準との関連について検討することを目的とした．現行の部活動に関するガイドライン（スポ
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ーツ庁・文化庁， ）において，運動が苦手な生徒に対する工夫や配慮の必要性が明記されていること

も踏まえると，体力水準の違いに着目し体力の低い子どもの運動部活動に対する意識を調査することは多

様なニーズに対応した活動の在り方を模索するうえで有用な知見となると思われる．

．方法

． ．対象

対象は， 県 市の小学校 校に通う 名の児童のうち，研究参加への同意が得られ，且つデータの

欠損のない小学 年生児童 名（男子 名，女子 名）であった．

． ．調査・測定項目

本研究では，対象者の通う各学校において実施され，保管されている新体力テストの結果を収集すると

ともに，対象の児童に対して運動部への入部意欲に関する質問紙調査を実施した．新体力テストにおける

測定項目は，握力，上体起こし，長座体前屈，反復横跳び，シャトルラン， 走，立ち幅跳び，ソフトボ

ール投げの計 項目である．体力データについては，個人を特定できないように匿名化の処理を施すとと

もに児童に対する質問紙調査と同一の 番号が付与されたデータを回収した．

児童に対する質問紙調査における調査内容は，調査協力を得た各学校より児童に回答を依頼した．調査

の結果は， 番号を用いてデータの照合を行い体力データと連結した．

． ．分析項目

． ． ．体力

体力測定結果より，各測定項目の評価基準（文部科学省， ）に従って体力の得点合計を男女別にそ

れぞれ算出し，体力総合得点とした．

． ． ．運動部への入部意欲特性

調査票は，スポーツ庁による全国体力・運動能力，運動習慣等調査（スポーツ庁， ）における質問

項目を参考に，運動部への入部意欲に関する項目として「中学校に入学したら運動部に入りたいか」，希望

する運動部像に関する項目として「試合で勝つことが目的の部」，「土日も練習や試合がある部」，「そのス

ポーツの経験や知識がある指導者がいる部」，「いろんなスポーツを楽しむ部」，「季節ごとに行うスポーツ

を変える部」，「自分たちで活動の内容を考えて行う部」，「他の学校の生徒と交流する部」，「練習が厳しい

部」，「みんなが試合に出る部」，「試合や大会で強い部」の計 項目から構成された．回答は 件法（ ．

とても入りたい〜 ．入りたくない）のリッカートスケールを用いた．全ての質問項目は，設問ごとにその

選択肢に応じて得点を付与する形で得点化し，分析に用いた．

． ．解析方法

入部意欲および希望する運動部像と体力水準との関連について検討するためにχ 検定を行った．χ 検

定において有意な関連が認められた場合には残差分析を適用した．
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．結果

表 および表 は，各質問項目におけるχ 検定および残差分析の結果を示している．体力水準と運動部

への入部意欲との間に有意な関連が認められた（表 ）．残差分析の結果，体力評価 群において「とても

入りたい」と答えた割合が有意に高く，「どちらともいえない」，「あまり入りたくない」および「入りたく

ない」の割合はそれぞれ有意に低い割合を示した．体力評価 群における「どちらともいえない」の割合

は有意に高く，「あまり入りたくない」の割合が有意に低かった．体力評価 群における「とても入りたい」

の割合が有意に低く，「どちらともいえない」の割合が有意に高かった．体力評価 群における「とても入

りたい」の割合は有意に低く，「あまり入りたくない」および「入りたくない」と回答した割合は有意に高

かった．

体力水準と希望する運動部像との関連について， 項目全てにおいて有意な関連が認められた（表 ）．

試合で勝つことが目的の部では，「入りたい」の割合が体力評価 群において有意に高く， 群では有意に

低かった． 群では「あまり入りたくない」および「入りたくない」の割合が有意に高かった． 群では「と

ても入りたい」および「入りたい」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有意に高かった．土日

も練習や試合がある部では， 群における「とても入りたい」および「入りたい」の割合が有意に高く，「あ

まり入りたくない」および「入りたくない」の割合が有意に低かった． 群における「入りたくない」の割

合が有意に低く， 群における「あまり入りたくない」の割合が有意に高かった． 群における「あまり入

りたくない」および「入りたくない」の割合が有意に高かった． 群における「とても入りたい」および「入

りたい」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有意に高かった．そのスポーツの経験や知識があ

る指導者がいる部では， 群における「とても入りたい」の割合が有意に高く，「どちらともいえない」の

割合が有意に低かった． 群における「入りたい」の割合が有意に高く，「入りたくない」の割合が有意に

低かった． 群における「どちらともいえない」の割合が有意に高かった． 群における「あまり入りたく

ない」の割合が有意に高かった． 群における「とても入りたい」の割合が有意に低く，「あまり入りたく

ない」および「入りたくない」の割合が有意に高かった．練習が厳しい部では， 群における「とても入り

たい」および「入りたい」の割合が有意に高く，「入りたくない」の割合が有意に低かった． 群では，「ど

ちらともいえない」の割合が有意に高く，「入りたくない」の割合が有意に低かった． 群では，「入りたい」

の割合が有意に低かった． 群では，「とても入りたい」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有

意に高かった． 群では，「どちらともいえない」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有意に高

かった．試合や大会で強い部では， 群における「とても入りたい」の割合が有意に高く，「あまり入りた

くない」の割合が有意に低かった． 群では，「あまり入りたくない」および「入りたくない」の割合が有

意に低かった． 群では，「とても入りたい」の割合が有意に低く，「あまり入りたくない」および「入りた

くない」の割合が有意に高かった． 群では，「とても入りたい」および「入りたい」の割合が有意に低く，

「入りたくない」の割合が有意に高かった．みんなが試合に出る部では， 群における「入りたくない」の

割合が有意に低かった． 群では，「あまり入りたくない」の割合が有意に高かった． 群では，「とても入

りたい」および「入りたい」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有意に高かった．いろんなス

ポーツを楽しむ部では， 群における「あまり入りたくない」の割合が有意に低かった． 群における「と

ても入りたい」の割合が有意に低かった． 群では，「入りたくない」の割合が有意に高かった．季節ごと

に行うスポーツを変える部では， 群における「どちらともいえない」および 群における「入りたくな

い」の割合がそれぞれ有意に高かった．自分たちで活動の内容を考えて行う部では， 群における「どちら
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ともいえない」， 群および 群における「入りたくない」の割合がそれぞれ有意に高かった．他の学校の

生徒と交流する部では， 群における「とても入りたい」の割合が有意に高く，「入りたくない」の割合が

有意に低かった． 群では，「入りたくない」の割合が有意に高かった．

表 体力水準と運動部への入部意欲との関連

表 体力水準と入部意欲特性に関する各項目との関連

．考察

本研究は，中学校入学前における小学 年生を対象に中学校運動部活動に対する入部意欲と体力水準の
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違いおよび入部意欲に影響を与える要因について検討した．

分析の結果，体力水準と運動部への入部意欲との間に有意な関連が認められた．体力水準の違いによっ

て中学校運動部への入部意欲が異なり，体力が高い小学生ほど中学校運動部への入部意欲が高い傾向にあ

ることが示唆された．本研究の調査対象における運動部への積極的な入部意欲を持つ児童の割合は 割程

度であり，同一時期における運動部活動への加入率に関する全国調査（笹川スポーツ財団， ）と比較

すると 割程度高かった．体力水準に着目すると，体力評価が低い 群および 群における「とても入り

たい」と回答した児童の割合が他の 群と比較して有意に低かったことから，中学校運動部への加入率に

は体力の高低が関連することが考えられる．特に，体力評価 群の児童における「とても入りたい」およ

び「入りたい」の割合が他の群と比べて有意に低かったことからも，体力が顕著に低い児童は中学校入学

以降の運動部への入部に対しては消極的であることが示唆された．中学校における部活動の選択理由を調

査した研究（杉浦・渡邊， ）によれば，男女ともに「楽しそうだから」と回答する中学生の割合が高い

ことが報告されている．運動部への加入は義務ではなく本人に選択の自由があるものであることには留意

が必要だが，現在の運動部の在り方は体力の低い児童にとって楽しそうなものであると認識されにくいこ

とが結果として，入部意欲の低さにつながる可能性が考えられる．

体力水準によって運動部への入部意欲が異なる可能性が示唆されたことから，より詳細な入部意欲特性

を検討するために希望する運動部像との関連を検討した結果， 項目全てにおいて有意な関連が認められ

た．いずれの項目においても，体力水準の高い群における入部意欲が高く，体力の低い群における入部意

欲が低い傾向がみられた．試合で勝つことが目的の部，土日も練習や試合がある部，練習が厳しい部およ

び試合や大会で強い部の 項目においては競技志向に関する質問項目であるが， 群および 群における

「入りたくない」の割合が有意に高かった．運動部の志向性に関して，約 割の運動部が勝利志向である

ことが報告されている（武長， ）．加えて，所属している運動部と生徒自身の志向性が一致していない

生徒の場合，運動部での悩みや不満の割合が高くなることが示されている（武長， ）．本研究における

ボリュームゾーンである 群においても，競技志向である運動部への積極的な入部意欲を持つ児童の割合

は試合や大会で強い部を除く 項目において 割未満であることを考えると，運動部における志向性に関

しては学校や指導者主体で考えるのではなく，運動・スポーツの主体者である子どもを中心に据えた検討

が必要であると考えられる．そのスポーツの経験や知識がある指導者がいる部に関して， 群を除く 群

において「とても入りたい」および「入りたい」と回答した児童の割合が半数以上を占めていた．このこと

から，大多数の児童は運動部の指導を経験あるいは知識のある指導者から受けたいと感じていることが示

唆された．地域クラブ活動の課題として認識する事項に関して，指導者の量の確保の回答が最も多い（ス

ポーツ庁， ）ことからも，指導者の量と質の担保が容易でないことは予想されるが，運動部の主体者

である子どものニーズが高いことからも，その課題解消が期待される．地域人材の把握を実施している自

治体が半数以下であることや，人材バンクやマッチングの仕組みづくりを行っている自治体は 割に満た

ない現状にある（スポーツ庁， ）ことをふまえると，今後人材確保の仕組みをどのように構築してい

くかが重要であると考えられる．みんなが試合に出る部では，競技志向に関する質問項目と同様に， 群の

「とても入りたい」および「入りたい」の割合が有意に低く，「入りたくない」の割合が有意に高かった．

体力は運動有能感と関連することが指摘されており，体力の低い児童は運動有能感も低いことが予想され

る．運動有能感の低さが，試合に出たくないという気持ちに繋がっていることが考えられる．一方で，そ

のスポーツの経験や知識がある指導者がいる部と同様に統計的有意性は認められないものの， 群を除い

た 群において「とても入りたい」および「入りたい」の割合が 割を超えていた．このことから，児童

全体のニーズとしては実力に関わらず誰もが試合に出ることを希望していることが推察される．勝利至上
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主義から脱却し，試合に出ることを望んでいる子どもをできる限り試合に出場させ，機会の平等を担保す

ることが指導者には求められるのかもしれない．

いろんなスポーツを楽しむ部，季節ごとに行うスポーツを変える部および自分たちで活動の内容を考え

て行う部の 項目では，他の質問項目と同様に 群において「入りたくない」の割合が有意に高かった．

しかしながら，「とても入りたい」および「入りたい」の積極的入部意欲の割合が 割を超えており，他の

群との割合差が少ない傾向がみられた．また， 群全体においてもいろんなスポーツを楽しむ部に対する

入部意欲はそのスポーツの経験や知識がある指導者がいる部に次いで高かった．休日や長期休暇期間中な

どにおいて多様な種目等を体験する活動を取り入れている自治体は約 割であり，実施を検討・調整して

いる自治体を含めると 割程度であることが報告されている（スポーツ庁， ）．また，日本の部活動

においては複数の競技を行う機会が海外の部活動に比べると少なく，比較的複数の競技を行いにくいシス

テムであると指摘されている（小松ほか， ）．これらのことから，生徒が複数のスポーツをする所謂マ

ルチスポーツ型で運動部活動を運営することは容易ではないと思われるが，子どものニーズのみならず，

学習指導要領（文部科学省， ；スポーツ庁， ）において，複数のスポーツや文化・科学分野等の

様々な活動も含めて幅広く経験できるよう配慮することが大切であると記されていることからも，実施に

向けた前向きな議論が望まれる．マルチスポーツ型の運動部活動に関連して，本研究においては季節ごと

に行うスポーツを変える部に対する入部意欲は他の質問項目と比較して高いものではなかった．海外の部

活動はシーズン制で他種目を経験するシステムであり（小松ほか， ），スポーツの シーズン制（季節

性）が有効であるという指摘（西尾ほか， ）もみられる．複数の種目を行うことや，自分たちで活動内

容を考えることには体力水準に関わらず肯定的な子どもが多いことをふまえると，実施種目を考える際の

つの手がかりとして運動・スポーツそれぞれが有するであろう季節性を取り上げることも有効である可

能性がある．他の学校の生徒と交流する部に関して， 群における「とても入りたい」の割合が， 群にお

ける「入りたくない」の割合がそれぞれ有意に高かった．この点に関して，他者との比較は運動能力が低

位な者の劣等感を増幅させること（波多野・中村， ）や，体育授業が嫌いな者は仲間に笑われることや

運動技能に対するネガティブな発言により体育授業における回避的な行動を示す傾向にあること（當山ほ

か， ），体育嫌いである者は他者と比較されることに対して強い嫌悪感を示すこと（大坪ほか， ）

が指摘されている．体育授業と運動部活動との違いには留意する必要はあるものの，交流を促すことが却

って他者との比較の機会を増加させることによる運動嫌いに繋がってしまう悪循環は避けなければならな

い．スポーツ庁の調査（スポーツ庁， ）において，ニーズを感じる大会形態として交流を主な目的と

した大会と回答する自治体が多いことが報告されているが，前述したように体力の低い子どもや運動有能

感の低い子どもの特性を理解したうえで交流の在り方を工夫しながらの大会運営が必要であると考えられ

る．

以上のことから，中学校運動部活動においては，体力水準の違いが入部意欲に影響を及ぼすことが示唆

された．特に，体力が低い児童ほど競技志向の運動部に対する入部意欲が低く，積極的な参加が難しい傾

向がみられた．加えて，指導者の存在や，楽しさを重視する活動形態は，体力の違いに関わらず入部意欲

を高める要素であることが示された．これらの結果は，今後の部活動の地域展開を進める上で，体力や運

動有能感に自信のない生徒が取り残されることのないよう，配慮が必要であることを示唆している．具体

的には，指導者の確保や育成の充実に加えて，勝利志向に偏らない多様な活動形態の整備や，体験機会の

拡充が求められるだろう．すべての生徒が自らの興味や関心に応じてスポーツに親しみ，運動の楽しさを

実感できる環境づくりが重要である．
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．結論

本研究は，小学 年生児童 名を対象に，中学校運動部に対する入部意欲およびその影響要因につい

て体力水準の違いに着目して検討することを目的とした．分析の結果，以下の結論を得た．

小学 年生の体力水準と中学校運動部への入部意欲には関連がみられ，体力水準が高い児童ほど，中学

校運動部への積極的な入部意欲が高い傾向がみられた．一方で，体力の低い児童は競技志向の運動部に対

する入部意欲が低く，入部に対して消極的な傾向が顕著であった．経験や知識のある指導者がいる運動部

に対しては多くの児童が入部を希望する傾向がみられ，指導者の存在が入部意欲に与える影響の重要性が

示唆された．いろんなスポーツを楽しむ部や，自分たちで活動内容を考える部では，体力の低い群におい

ても一定の入部意欲が確認され，活動内容の柔軟性は多様な児童のニーズに対応し得る重要な要素である

と示唆された．
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